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一
．
は
じ
め
に

　

東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
部
は
、
古
く
か
ら
地
震
・
津
波
な
ど
の
自
然
災
害
の
常
襲
地
帯
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
下
に
あ
り
な

が
ら
も
、近
世
期
以
降
、現
在
の
岩
手
県
南
部
か
ら
宮
城
県
北
部
に
か
け
て
の
地
域
で
は
、「
法ほ

う
い
ん印

」と
呼
ば
れ
る
修
験
者
と
そ
の
末
裔（
後

の
神
職
）
を
中
心
と
し
た
男
性
た
ち
が
約
四
〇
も
の
神
楽
団
―
現
在
の
保
存
会
の
前
身
と
な
る
団
体
―
を
組
織
し
、「
法
印
神
楽
」
を
継

承
し
て
き
た
（
上か
ん

町ま
ち

法
印
神
楽
保
存
会
編
：
二
〇
〇
四
、
図
1
）（

1
（

。
こ
の
神
楽
は
各
団
体
が
活
動
拠
点
と
し
た
神
社
と
そ
の
周
辺
地
域
の

祭
礼
や
慶
事
な
ど
の
折
に
奉
納
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
通
常
、
法
印
神
楽
で
は
「
神
楽
師
」
と
呼
ば
れ
る
舞
手
が
天
照
大
神
・
素
戔
嗚
尊
・

天
手
力
雄
尊
・
天
鈿
女
命
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
神
々
や
そ
の
敵
役
と
な
る
悪
鬼
・
小
鬼
な
ど
に
扮
し
、
屋
外
の
仮
設
舞
台
に
お
い
て

「
天
岩
戸
」・「
叢
雲
」・「
産
屋
」
と
い
っ
た
記
紀
神
話
に
因
ん
だ
演
目
を
披
露
す
る
。
そ
の
際
に
、
神
楽
師
た
ち
は
笛
と
太
鼓
（
胴ど
う

）
の

演
奏
に
あ
わ
せ
て
「
神か
ん
な
ぎ諷

」
と
呼
ば
れ
る
台
詞
を
朗
々
と
唱
え
つ
つ
、
激
し
い
戦
闘
場
面
を
演
じ
た
り
、
ゆ
る
や
か
な
楽
の
音
に
合
わ
せ

て
優
美
に
舞
い
あ
げ
た
り
し
て
舞
台
を
創
り
あ
げ
て
い
く
（
写
真
1
・
2
）。
法
印
神
楽
は
団
体
ご
と
に
舞
の
所
作
、
神
諷
、
楽
器
の
構
成
、

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
み
た
神
楽
師
に
よ
る
他
団
体
と
の
交
流
と
そ
の
影
響

─
宮
城
県
北
部
の
法
印
神
楽
を
事
例
と
し
て

─

吉
　
野
　
　
　
裕
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笛
の
旋
律
、
胴
の
拍
子
、
衣
装
、
舞
台
装
置
が
異
な
り
、
こ
れ
ら
が
各
団
体
の
神
楽
の
見
所
、
い
わ
ば
「
個
性
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
世
期
に
は
修
験
世
帯
の
男
性
の
み
で
法
印
神
楽
を
伝
承
し
て
い
た
が
、
明
治
期
以
降
は
、
修
験
道
廃
止
令
（
一
八
七
二
年
）、
地
域

経
済
の
衰
退
、
そ
し
て
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
神
楽
師
の
数
は
減
少
し
続
け
、
後
継
者
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
そ

の
様
子
は
法
印
神
楽
の
団
体
数
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
頃
、
宮
城
県
内
に
は
一
八
の
法
印
神
楽
の
団
体
が

存
在
し
た
が
、
平
成
期
の
段
階
で
上
記
の
う
ち
五
団
体
が
伝
承
の
途
絶
、
あ
る
い
は
活
動
休
止
の
状
態
に
あ
っ
た
（
上
町
法
印
神
楽
保
存

会
編
：
二
〇
〇
四（

2
（

）。
ま
た
、
同
じ
く
岩
手
県
下
で
は
一
九
団
体
が
活
動
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
中
で
平
成
期
ま
で
存
続
し
得
た
の
は

一
団
体
の
み
で
、
そ
れ
以
外
は
南
部
神
楽
へ
の
転
換
（
九
団
体
）、
あ
る
い
は
伝
承
の
途
絶
・
活
動
休
止
（
九
団
体
）
を
選
択
し
た
（
図

1
参
照（

（
（

）。
近
代
期
以
降
、
法
印
神
楽
の
継
承
に

と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
き
た
が
、
こ
の
よ

う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
神
楽
師
た
ち
は
近
隣
の

団
体
と
合
流
す
る
、
他
団
体
に
神
楽
師
の
派
遣
を

依
頼
す
る
な
ど
の
方
法
で
人
手
の
確
保
に
努
め
た

（
千
葉
：
二
〇
〇
〇
、
吉
野
：
二
〇
二
〇
）。
ま

た
法
印
神
楽
の
指
導
者
（
師
匠
）
の
中
に
は
農
家

の
男
性
に
神
楽
を
伝
え
た
り
、
団
体
を
新
規
結
成

し
た
り
す
る
な
ど
し
て
（
本
田
：
一
九
七
五
）、

自
ら
が
継
承
す
る
祭
礼
文
化
の
存
続
を
図
る
者
も

あ
っ
た
。

図１　岩手県・宮城県における法印神楽の保
存会の分布（平成期）
（『上町法印神楽』の記載内容をもとに作成）
※市区町村界は平成の大合併以前のものである。

（団体数）
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写真１　法印神楽（演目「日本武」）（2023年10月、筆者撮影）
愛宕神社（石巻市大須）の祭礼で披露された「日本武」。日本武尊（写真手前側）と宝剣を盗んだ
鬼女（舞台天井）との戦闘場面が見所である。写真に向かって右（上手）の太鼓（胴）とその担
い手のことを「上胴」と、同じく左（下手）を「下胴」と呼ぶ。

写真２　法印神楽（演目「蛭子」）（2024年9月、筆者撮影）
女川法印神楽保存会と本吉法印神楽保存会では、演目「蛭子」を得手とした神楽師が引退したこ
とで、近年、この演目の上演を見送っていた。その後、両保存会で「蛭子」に関する研究を重ね、
2024年9月に斎行された北野神社（石巻市二子団地）の祭礼で同演目を復活させた。



ライフヒストリーからみた神楽師による他団体との交流とその影響 120
　

図
1
で
示
し
た
よ
う
に
、
平
成
期
以
降
、
宮
城
県
北
部
は
法
印
神
楽
の
継
承
の
中
核
的
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
地

域
に
お
け
る
法
印
神
楽
の
各
団
体
の
概
要
や
現
況
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
―
た
と
え
ば
神
楽
の
奉
納
日
時
・
場
所
、
神
楽
師
の
居
住
分

布
な
ど
に
係
る
情
報
―
は
相
対
的
に
乏
し
く
、
ま
た
入
手
が
困
難
な
た
め
に
、
こ
の
神
楽
に
関
す
る
研
究
は
十
分
に
進
展
し
て
き
た
と
は

言
い
難
い
。
そ
れ
は
次
に
述
べ
る
法
印
神
楽
特
有
の
特
徴
①
・
②
に
起
因
す
る
。

①�

近
代
期
以
降
、
法
印
神
楽
は
神
社
祭
礼
の
恒
例
行
事
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
奉
納
は
各
団
体
が
地
域
住
民
―
た

と
え
ば
契
約
講
や
町
内
会
な
ど
―
か
ら
依
頼
を
受
け
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
地
域
住
民
が
置
か
れ
た
社

会
的
・
経
済
的
状
況
、
さ
ら
に
は
祭
礼
当
日
の
天
候
な
ど
に
よ
り
、
奉
納
が
急
遽
中
止
・
延
期
と
な
る
事
態
が
し
ば
し
ば
生
じ

る（
（
（

。

②�

伝
統
的
に
、
法
印
神
楽
の
神
楽
師
た
ち
は
複
数
の
集
落
に
分
散
的
に
居
住
し
た
り
、
団
体
間
で
神
楽
師
を
相
互
に
派
遣
し
た
り
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、特
定
の
団
体
の
舞
台
に
関
わ
る
神
楽
師
の
居
住
分
布
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
そ
の
全
貌
の
把
握
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
研
究
で
は
上
記
②
で
示
し
た
法
印
神
楽
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
神
楽
師
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
着
目
し
て
研
究
を
進
め
た
。
そ

れ
は
、
千
葉
（
二
〇
〇
〇
）
を
は
じ
め
と
す
る
先
行
研
究
で
も
法
印
神
楽
の
各
団
体
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
係
る
記
述
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
団
体
が
合
流
し
た
、
複
数
の
団
体
の
神
楽
師
が
連
携
し
て
神
楽
を
奉
納
し
た
、
団
体
間
で
交
流
し
た
な
ど
の
極
め
て

簡
潔
な
内
容
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
実
際
に
あ
る
団
体
に
属
す
る
神
楽
師
が
他
団
体
と
ど
の
よ
う
に
交
流
し
て
い
た
の
か
、
さ
ら
に
、
こ

れ
が
い
か
な
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
か
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　

以
上
を
受
け
て
、
本
稿
で
は
宮
城
県
石
巻
市
北
上
町
女
川
を
活
動
拠
点
と
す
る
「
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
」
の
神
楽
師
で
あ
り
、
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そ
の
前
会
長
を
つ
と
め
た
今
野
三
千
雄
氏
（
同
保
存
会
現

顧
問
、
八
〇
歳
・
男
性
。
写
真
（
）
に
注
目
し
、
今
野
氏

の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
通
じ
て
、
彼
が
他
団
体
と
ど
の

よ
う
に
交
流
を
行
っ
て
き
た
か
、
ま
た
両
者
間
の
交
流
が

い
か
な
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
か
に
つ
い
て
解
明
を
試
み

る
（
図
2
）（

（
（

。
こ
こ
で
今
野
氏
を
事
例
と
す
る
の
は
、
そ

の
約
五
〇
年
に
も
及
ぶ
神
楽
師
と
し
て
の
活
動
の
中
で
、

彼
が
現
在
の
石
巻
市
と
南
三
陸
町
を
中
心
と
し
た
広
域
に

お
い
て
他
団
体
の
神
楽
の
舞
台
の
応
援
に
入
っ
た
り
、
他

団
体
の
神
楽
師
に
技
術
指
導
を
行
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
近

写真３　女川法印神楽保存会
の神楽師今野三千雄氏（2024
年5月、筆者撮影）

図２　研究対象地域の概要（令和期）
（現地調査をもとに作成）
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隣
の
釣つ
り

石い
し

神
社
（
石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
鎮
座
）
を
活
動
拠
点
と
す
る
「
本も
と

吉よ
し

法
印
神
楽
保
存
会
」（
岸
浪　

均
会
長
、
七
〇
歳
代
・
男
性
。

釣
石
神
社
宮
司
）
と
合
流
（
連
携
）
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
宮
城
県
北
部
に
広
が
る
「
法
印
神
楽
文
化
圏
」
の
形
成
・
維
持
に
と
り
わ
け

寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（
（

。
し
た
が
っ
て
今
野
氏
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
追
い
、
ま
た
彼
と
交
流
の
あ
る
神
楽
師
を
対
象

と
し
た
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
特
定
の
団
体
の
神
楽
師
が
他
団
体
と
ど
の
よ
う
に
交
流
を
行
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
が

い
か
な
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
か
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
解
明
で
き
る
も
の
と
予
期
さ
れ
た
。本
研
究
に
係
る
現
地
調
査（
祭
礼
調
査
、

聞
き
取
り
調
査
、
資
料
調
査
）
を
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
一
〇
～
一
一
月
、
そ
し
て
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
一
〇
月
～
二
〇
二
四
（
令

和
六
）
年
二
～
九
月
に
実
施
し
た
。

二
．
神
楽
師
の
誕
生
・
成
長
と
他
団
体
と
の
交
流

（
1
）「
天
才
神
楽
師
」
の
誕
生

　

近
世
期
に
、
女
川
在
住
の
法
印
は
戸
倉
・
十
三
浜
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
の
法
印
た
ち
と
連
携
し
て
法
印
神
楽
を
奉
納
し
て
い
た
。
そ

の
後
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
大
山
祇
神
社
（
女
川
鎮
座
）
の
神
職
が
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
の
前
身
と
な
る
神
楽
団
を
組
織
し

た
。
女
川
で
農
業
を
営
ん
で
い
た
今
野
氏
の
祖
父
と
父
は
二
代
に
わ
た
っ
て
こ
れ
に
加
入
し
、
神
楽
師
と
し
て
活
動
し
た
。
今
野
氏
の
祖

父
は
精
力
的
に
神
楽
の
弟
子
を
育
成
し
た
人
物
で
、
昼
間
は
畑
仕
事
を
し
な
が
ら
口
伝
で
、
夜
間
は
練
習
の
場
で
弟
子
た
ち
に
神
楽
に
係

る
知
識
・
技
術
を
伝
え
た
。
こ
の
よ
う
に
今
野
氏
は
幼
少
期
か
ら
「
神
楽
を
身
近
な
も
の
」
と
し
て
育
っ
た
が
、
二
〇
歳
代
に
な
る
ま
で

「
神
楽
と
は
縁
遠
い
生
活
」
を
送
っ
て
い
た
。
そ
の
様
子
を
端
的
に
示
す
の
が
、
彼
が
二
二
歳
の
折
に
入
団
し
た
女
川
青
年
団
に
関
す
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
当
時
の
女
川
青
年
団
は
、
女
川
・
長
尾
・
橋
浦
・
大
須
在
住
の
二
〇
～
三
〇
歳
代
の
男
女
一
五
～
一
六
名
が
所
属

す
る
地
縁
組
織
で
あ
っ
た
。
今
野
氏
は
同
青
年
団
に
入
団
す
る
や
否
や
、「
先
輩
た
ち
」
が
所
属
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
団
長
に
抜
擢
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さ
れ
た
。
こ
う
し
て
青
年
団
の
団
長
に
急
遽
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
今
野
氏
は
、
そ
の
団
員
た
ち
と
地
元
で
初
め
て
演
芸
会
を
開
催
す

る
な
ど
し
て
地
域
振
興
の
推
進
役
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
で
は
会
員
数
が
一
名
に
ま

で
減
じ
て
お
り
、
同
保
存
会
の
会
長
で
あ
っ
た
佐
藤
喜
一
郎
氏
（
以
下
、「
佐
藤
氏
」
と
記
す
）
は
そ
の
立
て
直
し
を
図
っ
て
い
た（

（
（

。
佐

藤
氏
は
こ
の
状
況
を
打
破
す
べ
く
女
川
青
年
団
に
協
力
を
求
め
た
。こ
れ
が
契
機
と
な
り
、今
野
氏
は
二
三
歳
で
青
年
団
の
団
員
六
名（
い

ず
れ
も
男
性
）
と
と
も
に
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
に
入
会
し
、
佐
藤
氏
の
弟
子
と
な
っ
た
。
こ
の
時
の
入
会
者
の
約
半
数
が
「
法
印
神
楽

の
初
心
者
」
で
、
そ
れ
以
外
の
者
は
「
か
つ
て
法
印
神
楽
を
習
っ
て
い
た
が
、
途
中
で
練
習
に
来
な
く
な
っ
た
先
輩
た
ち
」
で
あ
っ
た
。

　

保
存
会
入
会
か
ら
約
二
ヵ
月
間
、
今
野
氏
は
ほ
ぼ
毎
晩
、
師
匠
の
自
宅
に
通
っ
て
神
楽
の
練
習
に
励
ん
だ
。
師
匠
が
「
法
印
神
楽
の
初

心
者
」
で
あ
る
今
野
氏
た
ち
に
最
初
に
教
え
た
の
は
、
演
目
「
初し
ょ

矢や

」
の
所
作
で
あ
っ
た
。
こ
の
舞
に
は
法
印
神
楽
で
基
本
と
さ
れ
る
す

べ
て
の
動
作
が
含
ま
れ
る（

（
（

。
通
常
、
そ
の
習
得
に
は
二
五
日
間
か
ら
一
か
月
程
度
の
時
間
を
要
し
、
若
年
者
ほ
ど
こ
れ
を
早
く
覚
え
る
傾

向
に
あ
る（

（
（

。
優
れ
た
リ
ズ
ム
感
と
高
い
身
体
能
力
を
そ
な
え
た
今
野
氏
は
、
当
時
、
二
〇
歳
代
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
約
二
〇
日
間

で
そ
の
所
作
を
自
分
の
も
の
に
し
た
。
法
印
神
楽
は
大
腿
筋
を
酷
使
し
て
身
体
全
体
を
上
下
方
向
に
大
き
く
動
か
し
た
り
、
跳
躍
し
た
り

す
る
所
作
を
多
く
伴
う
。
師
匠
の
指
導
は
毎
回
一
時
間
程
度
の
長
さ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
翌
日
、
今
野
氏
た
ち
は
し
ば
し
ば
筋
肉
痛
に
悩

ま
さ
れ
た
と
い
う
。

　

弟
子
入
り
か
ら
二
か
月
が
経
過
し
、「
初
心
者
」が
基
礎
を
身
に
つ
け
る
と
、神
楽
の
練
習
頻
度
は
一
週
間
あ
た
り
二
回
程
度
に
減
っ
た
。

こ
の
段
階
に
入
る
と
、
彼
ら
は
師
匠
か
ら
新
た
な
演
目
―
た
と
え
ば
、
四
柱
の
神
々
が
登
場
す
る
演
目
「
四
天
」
や
、
法
印
神
楽
の
花
形

的
存
在
で
あ
る
素
戔
嗚
尊
や
日
本
武
尊
が
勇
壮
に
舞
う
演
目
（「
荒
舞
」
と
総
称
さ
れ
る
）
の
所
作
や
台
詞
を
学
ん
だ（
（1
（

。
荒
舞
は
主
役
級

の
男
神
と
悪
鬼
・
化
物
た
ち
と
の
戦
闘
場
面
を
見
所
と
す
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
所
作
も
迫
力
溢
れ
る
荒
々
し
い
も
の
と
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
中
高
齢
者
よ
り
も
体
力
の
あ
る
青
年
の
方
が
荒
舞
の
主
役
に
適
し
て
い
る
。
実
際
に
、
神
楽
師
た
ち
は
五
〇
歳
代
半
ば
ま
で
は
荒
舞
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を
力
強
く
演
舞
で
き
る
が
、
六
〇
歳
代
に
差
し
掛
か
る
と
こ
れ
が
途
端
に
困
難
に
な
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
今
野
氏
は
入
門
一
年
目
で
法
印
神
楽
の
基
本
的
な
所
作
と
台
詞
を
学
ん
だ
。
彼
は
そ
の
成
果
を
女
川
・
長
尾
・
釜
谷
・

長
面
の
舞
台
で
披
露
し
た
。
そ
し
て
入
門
二
年
目
の
年
に
は
、
自
身
の
母
親
の
助
言
を
参
考
に
笛
の
練
習
を
開
始
し
た
。
彼
女
は
夫
が
神

楽
師
で
あ
っ
た
経
験
か
ら
、
笛
の
技
術
習
得
が
極
め
て
難
し
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
女
は
神
楽
師
と
な
っ
た
今
野
氏
に
対

し
、「
神
楽
師
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
初
に
笛
を
学
び
な
さ
い
」
と
早
く
か
ら
助
言
を
し
て
い
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
今
野
氏
は
こ
れ
に
し
た

が
い
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
収
録
さ
れ
た
演
目
「
鬼
門
」
の
演
奏
を
何
度
も
繰
り
返
し
聴
い
て
法
印
神
楽
の
笛
の
旋
律
を
覚
え
、
そ
の
演

奏
技
術
を
磨
い
た（
（1
（

。
こ
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
は
荒
型
・
ね
り
・
御
神
楽
（
三
神
楽
）
を
は
じ
め
と
す
る
法
印
神
楽
で
奏
で
ら
れ
る
あ
ら

ゆ
る
笛
の
旋
律
と
胴
の
拍
子
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
た（
（1
（

。
今
野
氏
は
毎
晩
、
自
宅
で
就
寝
前
に
笛
を
練
習
し
て
い
た
が
、
自
宅
外
に
お
い
て

も
こ
れ
に
励
ん
だ
。
時
折
、
彼
は
自
宅
か
ら
バ
イ
ク
で
女
川
の
山
間
部
に
位
置
す
る
追
分
温
泉
ま
で
行
き
、
今
度
は
そ
こ
か
ら
徒
歩
で
山

頂
部
に
あ
る
草
刈
り
場
を
目
指
し
た
。
こ
の
草
刈
り
場
は
三
陸
の
リ
ア
ス
海
岸
を
眼
下
に
臨
む
静
か
な
場
所
で
あ
る
。
今
野
氏
は
山
頂
部

で
景
色
を
堪
能
し
な
が
ら
心
行
く
ま
で
笛
を
練
習
し
た
と
い
う（
（1
（

。こ
の
よ
う
に
研
鑽
を
重
ね
た
結
果
、今
野
氏
は
笛
の
旋
律
の
み
な
ら
ず
、

胴
の
拍
子
も
自
然
と
覚
え
て
し
ま
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
彼
が
旧
雄お

勝が
つ

町
（
現
石
巻
市
雄
勝
町
）
で
笛
を
演
奏
し
た
と
こ
ろ
、
地
元

の
住
民
た
ち
に
「
お
前
は
天
才
か
！
？
」
と
驚
愕
さ
れ
、
評
判
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
以
降
も
今
野
氏
が
努
力
を
重
ね
た
こ
と
で
、
彼
は
入
門
か
ら
三
年
目
に
し
て
神
楽
師
に
必
須
と
さ
れ
る
笛
・
胴
に
係
る
す
べ
て
の

技
術
を
習
得
し
終
え
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
通
常
、
つ
と
め
る
ま
で
に
は
一
〇
年
以
上
の
経
験
を
要
す
る
と
さ
れ
る
「
胴
取
り
（
胴
前
）」

を
入
門
五
年
目
（
二
〇
歳
代
後
半
）
で
担
う
よ
う
に
な
っ
た
（
吉
野
：
二
〇
二
三
）。
胴
取
り
と
は
、
神
楽
師
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
技
術

と
知
識
を
そ
な
え
た
「
一
人
前
の
神
楽
師
」
の
こ
と
で
あ
る
。
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
の
胴
取
り
は
、
神
楽
の
奉
納
時
に
舞
台
の
上
手
に

座
し
て
上
胴
（
寸
法
の
大
き
い
太
鼓
）
を
奏
で
、
同
じ
く
下
手
に
座
す
下
胴
（
寸
法
の
小
さ
い
太
鼓
）
を
リ
ー
ド
す
る
（
写
真
1
参
照
）。
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こ
の
間
、
上
胴
は
舞
台
上
や
楽
屋
に
い
る
す
べ
て
の
神
楽
師
と
観
客
の
様
子
を
具
に
観
察
し
な
が
ら
、
各
演
目
が
円
滑
に
進
行
す
る
よ
う

に
適
切
に
指
示
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
責
任
あ
る
立
場
と
な
る
。

（
2
）
他
団
体
の
神
楽
舞
台
へ
の
出
演

　

以
上
記
し
た
よ
う
に
、
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
に
驚
異
的
な
速
度
で
知
識
・
技
術
を
吸
収
す
る
「
若
き
天
才
神
楽
師
」
今
野
氏
が
誕
生

し
た
。「
天
才
」
と
讃
え
ら
れ
た
今
野
氏
は
二
〇
歳
代
半
ば
よ
り
、
近
隣
の
雄
勝
（
現
石
巻
市
雄
勝
町
雄
勝
）
を
活
動
拠
点
と
し
、「
雄
勝

法
印
神
楽
」を
伝
承
す
る
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
か
ら
同
保
存
会
の
神
楽
舞
台
の
応
援
に
入
っ
て
欲
し
い
と
打
診
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
以
降
、
彼
は
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
毎
年
の
よ
う
に
そ
の
舞
台
に
立
ち
続
け
た
。
こ
の
よ
う
な
依
頼
が
な
さ
れ
た
背
景
に
は
、
当

時
、
旧
雄
勝
町
・
旧
志
津
川
町
（
現
南
三
陸
町
志
津
川
）
の
各
神
社
の
祭
礼
で
法
印
神
楽
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
期
日
が
し

ば
し
ば
平
日
に
あ
た
り
、な
お
か
つ
重
複
し
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、旧
両
町
一
帯
に
お
い
て
神
楽
師
が
不
足
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ

た（
（1
（

。
今
野
氏
に
よ
る
と
、
神
楽
の
奉
納
日
の
一
週
間
か
ら
一
〇
日
ほ
ど
前
に
な
る
と
、
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
か
ら
電
話
が
入
り
、「
一

日
だ
け
で
も
構
わ
な
い
か
ら
応
援
に
来
て
欲
し
い
」
と
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
。
舞
台
の
当
日
、
今
野
氏
は
女
川
の
自
宅
か
ら
バ
イ
ク
を
運

転
し
て
雄
勝
方
面
の
祭
礼
会
場
を
目
指
し
た
。
新
北
上
大
橋
が
完
成
す
る
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
以
前
、
彼
は
北
上
川
の
左
岸
で
バ

イ
ク
と
と
も
に
渡
し
船
に
乗
り
、
右
岸
の
釜
谷
で
下
船
し
た
。
そ
こ
か
ら
再
度
バ
イ
ク
に
乗
り
、
峠
を
越
え
て
雄
勝
方
面
の
雄
勝
や
大
須

ま
で
数
十
分
か
ら
一
時
間
を
か
け
て
向
か
っ
た
。
当
時
の
道
路
は
未
舗
装
で
あ
っ
た
た
め
、
バ
イ
ク
の
運
転
中
に
砂
埃
が
舞
い
上
が
り
、

彼
は
こ
れ
を
頭
か
ら
被
る
こ
と
と
な
っ
た
。
砂
埃
塗
れ
の
状
態
で
祭
礼
会
場
に
到
着
し
た
今
野
氏
の
「
神
楽
師
と
し
て
の
最
初
の
仕
事
」

は
顔
を
洗
い
、
汚
れ
を
落
と
す
こ
と
だ
っ
た
。
舞
台
終
了
後
、
今
野
氏
は
住
民
に
漁
船
で
釜
谷
ま
で
送
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
再
度
渡

し
船
に
乗
り
、
女
川
へ
と
戻
っ
た
。
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今
野
氏
が
二
六
歳
の
時
に
、
彼
は
勤
務
先
で
あ
る
農
業
協
同
組
合
の
指
示
で
一
年
間
、
仙
台
市
内
の
寮
に
住
み
、
そ
こ
か
ら
農
業
関
連

の
講
習
所
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
間
も
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
は
今
野
氏
の
寮
に
電
話
を
か
け
、
彼
に
舞
台
に
出
演
し
て
欲
し
い

と
打
診
し
た
。
こ
の
よ
う
な
依
頼
は
二
～
三
回
な
さ
れ
、
今
野
氏
は
こ
れ
ら
を
す
べ
て
快
諾
し
た
。
祭
礼
当
日
の
早
朝
、
彼
は
仙
台
駅
か

ら
汽
車
で
石
巻
駅
へ
と
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
路
線
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
雄
勝
方
面
を
目
指
し
た
。
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
の
神
楽
は
午
後

か
ら
開
始
さ
れ
る
「
昼
神
楽
」
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
野
氏
は
正
午
ま
で
に
祭
礼
会
場
に
到
着
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
当
時
、
彼
は
仙

台
市
の
寮
に
神
楽
道
具
を
持
参
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、女
川
在
住
の
母
親
が
そ
の
一
式
を
祭
礼
会
場
ま
で
届
け
に
来
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
頃
ま
で
の
間
、
今
野
氏
は
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
の
舞
台
に
何
度
も
立
っ
た
。
図
（
に
、

彼
が
同
保
存
会
の
舞
台
に
出
演
し
た
地
点
を
「

」
で
、
ま
た
、
そ
の
舞
台
に
立
た
な
か
っ
た
地
点
を
「
×
」
で
示
し
た
。
同
図
を
み
る

と
、
今
野
氏
が
雄
勝
方
面
の
大
須
・
荒
浜
・
熊
沢
・
桑
浜
・
船
越
・
大
浜
・
立
浜
・
泊
浜
・
名
振
・
明
神
・
御
前
浜
・
尾
浦
・
役
場
付
近
・

伊
勢
畑
・
雄
勝
・
吉
浜
の
一
六
地
点
、
す
な
わ
ち
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
の
活
動
範
囲
の
大
部
分
で
演
舞
し
、
そ
の
舞
台
の
成
立
に
貢
献

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
牡
鹿
半
島
の
泊
浜
（
図
（
・
（（
）
に
飛
び
地
の
如
く

が
分
布
し
て
い
る
の
は
、
当
時
、
雄
勝
法
印

神
楽
保
存
会
所
属
の
神
職
（
神
楽
師
）
が
牡
鹿
半
島
の
神
社
の
一
部
を
所
管
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
今
野
氏
に
よ
る
と
、
泊
浜
で
の
神

楽
の
奉
納
は
三
日
間
に
及
ぶ
非
常
に
大
規
模
な
も
の
で
、
こ
の
間
、
次
の
数
の
演
目
が
披
露
さ
れ
た
。

初
日
（
前
夜
祭
）　

五
番
程
度　
　
　
　

二
日
目
（
本
祭
）　

七
番
程
度　
　
　

三
日
目　

太
刀
御
神
楽　

三
番
程
度

泊
浜
で
は
住
民
が
神
楽
師
た
ち
を
自
宅
に
宿
泊
さ
せ
、
食
事
に
鮑
を
は
じ
め
と
す
る
海
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん
に
饗
す
る
な
ど
し
て
大
い
に
も

て
な
し
た（
（1
（

。
ま
た
、
今
野
氏
た
ち
が
泊
浜
ま
で
陸
路
を
使
用
し
て
赴
く
と
相
当
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
同
集
落
の
人
々
は
船
で
大

浜
（
図
（
・
2（
）
ま
で
神
楽
師
を
迎
え
に
行
き
、
両
者
合
流
後
、
出
島
を
経
由
し
て
泊
浜
へ
と
戻
っ
た
。
こ
の
丁
重
な
送
迎
は
一
九
七
一

（
昭
和
四
六
）
年
の
有
料
道
路
牡
鹿
コ
バ
ル
ト
ラ
イ
ン
開
通
以
降
も
続
い
た
。
今
野
氏
が
三
〇
～
四
〇
歳
代
の
頃
が
法
印
神
楽
の
最
盛
期
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図３　今野三千雄氏による法印神楽の奉納地点（1960～2020年代）
（女川法印神楽保存会の今野三千雄氏に対する聞き取り調査、および雄勝町教育委員会編
（2000）、吉野（2020）をもとに作成）
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で
、
こ
の
時
期
、
彼
は
自
身
が
所
属
す
る
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
で
の
活
動
（
図
（
の
凡
例
●
）
を
含
め
る
と
年
間
約
二
〇
地
点
で
神
楽

を
奉
納
し
て
い
た
と
い
う
。
以
上
の
事
実
か
ら
、
今
野
氏
は
南
北
約
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
の
「
広
域
で
活

動
す
る
神
楽
師
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
、か
つ
て
宮
城
県
北
部
に
お
い
て
法
印
神
楽
は
し
ば
し
ば
平
日
に
奉
納
さ
れ
た
。当
時
、農
業
協
同
組
合
の
職
員
で
あ
っ

た
今
野
氏
は
、
女
川
の
大
山
祇
神
社
の
祭
礼
が
平
日
に
行
わ
れ
る
場
合
、「
地
元
の
神
社
で
の
神
楽
の
奉
納
」
を
理
由
と
し
て
職
場
に
休

暇
を
申
請
し
、
そ
の
許
可
を
比
較
的
容
易
に
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
一
方
で
、
女
川
以
外
―
す
な
わ
ち
「
他
の
浜
（
集
落
）」
―

で
の
神
楽
の
奉
納
を
理
由
と
し
た
休
暇
の
取
得
は
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
。
今
野
氏
が
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
や
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会

か
ら
求
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
舞
台
に
立
つ
に
は
、「
職
場
の
許
可
」が
不
可
欠
と
な
る
。そ
こ
で
彼
は
職
場
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
、日
々

の
仕
事
に
よ
り
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
職
場
側
も
「
仕
事
熱
心
な
青
年
」
が
平
日
に
休
暇
を
取
得
し
、
周
辺
各
地
で
神
楽
を

舞
う
こ
と
を
容
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
今
野
氏
は
多
数
の
舞
台
に
出
演
し
続
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
流
れ
の
中
で
各
集
落

の
農
家
や
有
力
者
た
ち
と
人
脈
を
構
築
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
纏
わ
る
非
常
に
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
今
野
氏
が
職
場
に
神
楽

の
奉
納
を
理
由
と
し
て
休
暇
を
願
い
出
た
も
の
の
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
察
知
し
た
あ
る
集
落
の

有
力
者
―
集
落
の
農
業
協
同
組
合
の
組
合
長
と
神
社
総
代
を
兼
任
す
る
人
物
―
が
今
野
氏
の
勤
務
先
に
対
し
、
彼
に
休
暇
を
与
え
、
神
楽

の
舞
台
に
立
た
せ
る
よ
う
要
求
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
今
野
氏
は
こ
の
よ
う
に
地
域
の
名
士
た
ち
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
神
楽
師
と

し
て
活
動
を
す
る
中
で
、
恩
義
を
感
じ
た
人
々
に
「
一
人
前
の
神
楽
師
」
と
し
て
認
め
て
も
ら
う
に
は
神
楽
に
係
る
技
術
の
向
上
は
勿
論

の
こ
と
、
人
格
を
磨
い
て
彼
ら
と
「
社
会
的
に
同
格
の
存
在
」
に
な
る
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
、
日
々
の
言
動
に
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
う
し
て
今
野
氏
は
「
す
べ
て
の
神
楽
舞
台
に
立
つ
た
め
」
に
日
々
の
仕
事
を
積
極
的
に
こ
な
し
、
人
格
の
向
上
を
目
指
す
精
神
性

を
自
ら
の
中
に
構
築
し
た
。
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法
印
神
楽
の
神
楽
師
た
ち
の
間
で
は
他
団
体
の
神
楽
舞
台
の
応
援
に
入
る
際
に
は
、「
支
援
先
の
流
儀
」
に
従
う
こ
と
が
暗
黙
の
了
解

と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
に
所
属
す
る
今
野
氏
が
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
の
舞
台
に
立
つ
場
合
、「
女
川

法
印
神
楽
と
同
流
派
（
羽
黒
派
）
で
よ
く
似
て
い
る
が
、
所
作
・
演
奏
・
神
諷
な
ど
に
多
く
の
微
細
な
相
違
点
が
み
ら
れ
る
雄
勝
法
印
神

楽
」
に
あ
わ
せ
て
舞
を
奉
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
（1
（

。
こ
れ
を
う
ま
く
成
し
遂
げ
、
よ
り
良
い
舞
台
を
創
り
あ
げ
る
に
は
支
援
先
の
団
体

の
神
楽
に
係
る
知
識
・
技
術
が
不
可
欠
と
な
る
。
神
楽
師
た
ち
は
こ
れ
を
い
か
に
し
て
習
得
し
て
き
た
の
か
。
こ
の
点
を
理
解
す
る
助
け

と
な
る
の
が
、
今
野
氏
が
神
楽
歴
二
年
目
の
年
に
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
の
舞
台
で
経
験
し
た
あ
る
出
来
事
で
あ
る
。
当
時
、
彼
は
同
保

存
会
か
ら
初
め
て
神
楽
舞
台
の
応
援
に
入
る
よ
う
依
頼
を
受
け
、
舞
を
披
露
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
本
番
当
日
、
今
野
氏
が
舞
台
上
で
雄

勝
法
印
神
楽
保
存
会
の
演
奏
に
あ
わ
せ
て
演
舞
し
て
い
る
と
、
彼
は
急
に
「
一
瞬
、
固
ま
っ
て
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
。

そ
れ
は
、
今
野
氏
が
雄
勝
法
印
神
楽
の
演
奏
の
中
に
女
川
法
印
神
楽
に
は
存
在
し
な
い
「
リ
ピ
ー
ト
部
分
」
が
あ
る
こ
と
に
突
如
気
が
付

き
、「
お
ら
ほ
（
自
分
た
ち
）
の
神
楽
と
違
う
！
（
リ
ピ
ー
ト
部
分
を
）
ぶ
っ
こ
ま
れ
た
！
」
と
驚
愕
し
、「
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
っ
た
」

か
ら
で
あ
っ
た（
（1
（

。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
神
楽
師
は
支
援
先
の
団
体
の
舞
台
上
と
い
う
文
字
通
り
「
実
践
の
場
」
で
そ
の
神
楽
の
特
徴

に
つ
い
て
直
接
的
に
学
び
、
後
に
、
こ
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
各
所
で
巧
み
に
演
舞
で
き
る
よ
う
に
成
長
を
遂
げ
て
い
く
様
が
垣
間
み
え

る（
（1
（

。
筆
者
が
今
野
氏
に
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
の
神
楽
師
た
ち
と
円
滑
に
共
演
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
ど
の
程
度
の
時
間
を
要
し
た

か
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
彼
は
「
自
分
た
ち
の
神
楽
は
雄
勝
法
印
神
楽
と
拍
子
・
旋
律
・
楽
器
の
構
成
が
よ
く
似
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど

多
く
の
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
よ
」
と
事
も
な
げ
に
話
し
た
。

　

伝
統
的
に
、
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
、
そ
し
て
同
保
存
会
と
連
携
関
係
に
あ
る
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
の
神
楽
師
た
ち
は
、
近
隣
の
雄

勝
法
印
神
楽
保
存
会
や
釜
谷
・
長
面
・
尾
崎
法
印
神
楽
保
存
会
（
現
石
巻
市
河
北
町
）
が
人
手
不
足
の
際
に
応
援
に
回
り
、
こ
れ
ら
の
舞

台
の
成
立
を
支
え
て
き
た
。
今
野
氏
と
岸
浪
氏
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
折
に
、
両
氏
は
こ
れ
ら
の
団
体
に
つ
い
て
「
自
分
た
ち
と
は
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結
っ
こ
（
結
）
の
仲
間
の
よ
う
な
間
柄
だ
か
ら
、
他
団
体
が
人
手
不
足
で
困
っ
た
時
に
は
こ
ち
ら
の
神
楽
師
が
助
け
に
行
く
の
は
当
然
の

こ
と
だ
」
と
異
口
同
音
に
述
べ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
「
結
っ
こ
の
仲
間
と
の
関
係
性
」
は
「
本
当
に
困
っ
た
時
」
に
の
み
相
互
扶
助
の
目

的
で
連
携
す
る
、
適
度
な
距
離
感
を
保
っ
た
緩
や
か
な
も
の
だ
と
い
う
。

（
3
）
保
存
会
の
運
営
と
団
体
間
の
合
流

　

一
九
七
〇
年
代
前
半
、
今
野
氏
が
二
七
～
二
八
歳
の
あ
る
日
、
彼
は
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
の
神
楽
師
た
ち
が
一
堂
に
会
す
る
場
で
当

時
の
会
長
か
ら
次
期
会
長
と
な
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
突
然
の
決
定
に
今
野
氏
は
驚
愕
し
、「
先
輩
た
ち
で
は
な
く
、
若
輩
者
の
自

分
が
会
長
に
就
任
し
て
よ
い
の
か
」
と
躊
躇
し
た
。
法
印
神
楽
の
神
楽
師
の
間
に
は
、
保
存
会
の
会
長
に
は
舞
・
楽
器
・
衣
装
・
舞
台
設
備
・

保
存
会
の
運
営
に
つ
い
て
確
固
た
る
知
識
と
技
術
を
そ
な
え
た
人
格
者
が
な
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
就

任
時
の
年
齢
に
関
し
て
は
問
題
視
し
な
い
と
い
う
「
実
力
主
義
」
の
思
想
が
通
底
し
て
い
る
。
今
野
氏
と
岸
浪
氏
は
、
当
時
、
佐
藤
氏
が

自
身
の
健
康
状
態
に
不
安
を
抱
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
次
期
会
長
の
育
成
を
直
ち
に
行
う
べ
く
、
上
記
の
行
動
に
出
た
と
理
解
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
今
野
氏
は
三
三
歳
で
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
の
会
長
と
な
り
、
こ
の
年
、
男
性
三
名
が
同
保
存
会
に
入
会
し
た
（
後
に
一
名

が
退
会
）。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
祖
父
や
父
親
が
神
楽
師
で
あ
り
、「
神
楽
を
身
近
な
も
の
」
と
し
て
育
っ
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
今
野
氏
は
、

こ
の
段
階
で
女
川
に
お
い
て
「
神
楽
師
を
出
す
家
が
固
定
化
し
つ
つ
あ
っ
た
」
と
振
り
返
る（
11
（

。
翌
年
、
会
社
・
役
場
勤
務
の
男
性
四
名
が

今
野
氏
に
弟
子
入
り
し
、
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
は
会
員
数
を
順
調
に
増
加
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
四
名
全
員
が
仕
事
の
都
合
で
神

楽
の
練
習
が
困
難
に
な
り
、
保
存
会
を
退
会
す
る
こ
と
と
な
る
。
会
員
数
が
安
定
し
た
の
は
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
頃
の
こ
と
で
、
そ

の
年
に
中
学
二
年
生
二
名
と
成
人
男
性
二
名
が
保
存
会
に
加
入
し
た
。
今
野
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
四
名
は
「
み
ん
な
神
楽
が
好
き
な
人
た

ち
」
で
あ
り
、
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
現
在
も
彼
ら
全
員
が
神
楽
師
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
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今
野
氏
は
入
会
し
た
弟
子
た
ち
に
対
し
、
最
初
に
神
楽
の
基
本
的
な
所
作
と
と
も
に
、「
神
楽
師
は
神
に
仕
え
る
身
で
あ
る
。
普
段
か

ら
行
動
に
気
を
つ
け
な
さ
い
」
と
神
楽
師
と
し
て
の
心
構
え
を
教
え
て
き
た
。
そ
し
て
、
弟
子
た
ち
が
入
門
三
年
目
に
差
し
掛
か
る
頃
に
、

今
野
氏
は
彼
ら
の
練
習
意
欲
を
刺
激
す
べ
く
荒
舞
を
含
む
新
た
な
演
目
を
教
え
て
い
っ
た
。
そ
の
際
に
、
今
野
氏
は
各
神
楽
師
の
個
性
と

「
舞
台
映
え
」
を
考
慮
し
つ
つ
、
弟
子
た
ち
に
女
神
役
（
姫
舞
）、
男
神
役
（
荒
舞
）、
そ
し
て
一
人
舞
（
地
舞
）
な
ど
の
役
割
を
そ
れ
ぞ

れ
与
え
た（
1（
（

。
な
お
、
姫
舞
に
は
比
較
的
細
身
の
体
躯
の
者
を
、
荒
舞
に
は
強
健
な
体
躯
の
者
を
充
て
る
よ
う
に
し
た
と
い
う（
11
（

。

　

先
述
の
よ
う
に
、
か
つ
て
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
は
会
員
数
が
一
名
に
ま
で
減
じ
、
存
続
の
危
機
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
保
存
会

会
長
に
就
任
し
た
今
野
氏
は
弟
子
を
募
り
、
ま
た
彼
ら
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
女
川
法
印
神
楽
の
継
承
を
よ
り
盤
石
な
も
の
に
し
た
。
筆

者
が
今
野
氏
に
神
楽
師
を
保
存
会
に
定
着
さ
せ
る
秘
訣
と
は
何
か
と
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
毎
年
、
多
く
の
神
楽
師
を
育
成
し
よ
う
と
し

な
い
こ
と
だ
」
と
の
回
答
を
得
た
。
そ
し
て
彼
は
「
三
～
五
年
程
度
の
比
較
的
長
い
時
間
を
か
け
て
若
い
神
楽
師
に
一
定
の
技
術
・
知
識

を
身
に
つ
け
さ
せ
、
自
身
で
あ
る
程
度
演
舞
や
練
習
が
で
き
る
段
階
に
ま
で
育
て
て
か
ら
、
新
規
に
弟
子
を
獲
得
す
べ
き
だ
」
と
続
け
た
。

毎
年
、
多
数
の
神
楽
師
を
「
年
子
」
の
よ
う
に
入
門
さ
せ
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、「
先
輩
た
ち
」
の
成
長
が
不
十
分
な

状
態
で
「
後
輩
た
ち
」
の
育
成
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
、
後
者
が
中
途
半
端
な
技
術
・
知
識
を
身
に
つ
け
た
前
者
の
姿
を
手
本
と
す
る

練
習
環
境
を
つ
く
り
あ
げ
て
し
ま
い
、
優
れ
た
神
楽
師
の
育
成
が
困
難
に
な
る
と
い
う（
11
（

。

　

一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
頃
、
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
は
神
楽
師
不
足
に
悩
ん
で
い
た
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
と
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

を
存
続
さ
せ
た
状
態
で
「
合
流
」
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
。
こ
れ
以
降
、
両
保
存
会
は
約
四
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
常
に
神
楽
を
共
同
で
奉

納
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
（
吉
野
：
二
〇
二
〇
）。
こ
こ
で
両
保
存
会
の
神
楽
―
胴
の
拍
子
、
笛
の
旋
律
、
神
諷
、
舞

の
所
作
な
ど
―
は
非
常
に
よ
く
似
た
も
の
だ
が
、
両
者
間
に
多
数
の
微
細
な
相
違
点
が
み
ら
れ
る
と
い
う
事
実
に
留
意
し
た
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
本
稿
文
末
に
示
し
た
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
の
胴
の
楽
譜
（
資
料
1
）
と
吉
野
（
二
〇
二
三
）
に
掲
載
し
た
本
吉
法
印
神
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楽
保
存
会
の
胴
の
楽
譜
を
比
較
す
る
こ
と
で
把
握
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
両
保
存
会
の
神
楽
師
が
何
の
取
り
決
め
も
せ
ず
に
神
楽
を
共
同

で
奉
納
す
れ
ば
、
二
〇
歳
代
の
今
野
氏
が
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
の
舞
台
で
経
験
し
た
よ
う
な
「
混
乱
」
が
生
じ
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
女

川
法
印
神
楽
保
存
会
と
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
で
は
、
会
員
数
が
多
い
前
者
の
神
楽
を
自
ら
の
「
基
礎
」
と
位
置
づ
け
、
両
保
存
会
の
入

会
者
全
員
に
対
し
、
最
初
に
女
川
法
印
神
楽
の
、
次
に
本
吉
法
印
神
楽
の
順
番
で
拍
子
や
旋
律
を
学
ば
せ
て
い
る
。
両
保
存
会
の
神
楽
師

た
ち
は
「
団
体
間
の
合
流
」
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
そ
の
「
相
手
」
の
こ
と
を
「
自
分
た
ち
と
は
異
な
る
神
楽
を
継
承
す
る
存
在
」
と
強

く
意
識
す
る
一
方
で
、
両
保
存
会
を
「
連
携
し
て
活
動
す
る
同
一
の
組
織
」
と
捉
え
て
い
る
。
両
保
存
会
で
は
ふ
た
つ
の
神
楽
に
習
得
上

の
優
先
順
位
を
つ
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
平
等
か
つ
円
滑
な
継
承
を
強
く
志
向
し
、
そ
の
記
録
化
を
進
め

て
い
る（
11
（

。

　

今
野
氏
は
保
存
会
の
会
長
就
任
以
降
、
後
継
者
の
獲
得
と
育
成
を
担
う
と
と
も
に
「
団
体
間
の
合
流
」
を
経
験
し
な
が
ら
、
次
の
作
業

①
～
④
も
並
行
し
て
実
施
し
て
き
た
。

①�

神
楽
の
奉
納
と
舞
台
運
営　

毎
年
、
南
三
陸
町
・
石
巻
市
の
各
神
社
の
神
社
総
代
た
ち
か
ら
今
野
氏
に
対
し
、
祭
礼
時
に
神
楽
を

奉
納
す
る
よ
う
依
頼
が
な
さ
れ
る
。
両
者
間
で
奉
納
時
間
と
演
目
の
数
（
番
数
）
を
相
談
し
、
そ
の
結
果
を
両
保
存
会
の
神
楽
師

に
伝
え
る
。
今
野
氏
は
舞
台
当
日
ま
で
に
演
舞
可
能
な
神
楽
師
を
一
定
数
確
保
し
、
演
目
の
内
容
を
あ
る
程
度
検
討
し
て
お
く
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
神
楽
師
が
「
や
む
を
得
な
い
事
情
」
で
急
遽
降
板
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
こ
で
祭
礼
当
日
、
今
野

氏
は
会
場
に
到
着
済
み
の
神
楽
師
の
顔
ぶ
れ
を
み
て
上
演
す
る
演
目
と
配
役
を
正
式
に
決
定
す
る
。

②�

補
助
金
の
申
請
作
業　

神
楽
道
具
な
ど
を
修
復
・
新
調
す
る
べ
く
助
成
金
に
関
連
す
る
情
報
を
収
集
し
た
り
、
そ
の
獲
得
の
た
め

の
申
請
手
続
き
を
行
っ
た
り
す
る
。

③�

神
楽
大
会
の
運
営
・
事
務
作
業　

毎
年
開
催
さ
れ
る
「
石
巻
地
方
神
楽
大
会
」
へ
の
出
場
の
申
し
込
み
や
大
会
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
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を
行
う（
11
（

。
ま
た
数
年
に
一
度
、
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
に
同
大
会
の
運
営
当
番
が
回
っ
て
く
る
。
そ
の
際
に
は
大
会
関
連
の
会
議

（
総
会
な
ど
）
の
議
長
や
運
営
も
つ
と
め
る
。

④�
神
楽
の
普
及
活
動　

二
〇
〇
〇
年
代
に
約
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
、
北
上
中
学
校
の
生
徒
に
神
楽
を
指
導
し
た
（
吉
野

二
〇
二
〇
）。
ま
た
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
に
小
学
六
年
生
に
二
年
間
神
楽
を
教
え
た
。

　

さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
代
以
降
、
今
野
氏
は
上
町
法
印
神
楽
保
存
会
（
宮
城
県
登
米
市
豊
里
町
）
に
所
属
す
る
神
楽
師
二
名
に
技
術
指
導

を
行
っ
て
き
た
。
同
保
存
会
は
女
川
法
印
神
楽
と
は
異
な
る
流
派
の
法
印
神
楽
「
上
町
法
印
神
楽
」
を
継
承
す
る
団
体
で
あ
る（
11
（

。
今
野
氏

に
よ
る
と
、
二
〇
一
〇
年
代
ま
で
両
保
存
会
と
上
町
法
印
神
楽
保
存
会
が
交
流
す
る
機
会
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
契
機
を

つ
く
っ
た
の
は
、
上
町
法
印
神
楽
保
存
会
の
前
会
長
高
橋
氏
で
あ
る（
11
（

。
二
〇
一
〇
年
代
に
、
高
橋
氏
は
宮
城
県
内
で
開
催
さ
れ
た
神
楽
大

会
で
今
野
氏
と
面
識
を
得
る
と
、
今
野
氏
の
も
と
に
清
酒
を
持
参
し
、
上
町
法
印
神
楽
保
存
会
の
神
楽
師
一
名
（
男
性
）
の
弟
子
入
り
を

依
頼
し
た
。
そ
の
四
年
後
、
高
橋
氏
は
同
保
存
会
の
別
の
神
楽
師
（
二
〇
歳
代
・
男
性
）
も
今
野
氏
の
も
と
へ
と
送
り
出
し
た
。
一
般
的

に
、
神
楽
師
は
「
自
ら
が
継
承
す
る
神
楽
こ
そ
が
最
良
の
も
の
」
と
認
識
す
る
が
ゆ
え
に
、
他
団
体
の
神
楽
師
に
技
術
指
導
を
求
め
る
こ

と
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
高
橋
氏
が
今
野
氏
に
自
身
の
弟
子
を
託
し
た
の
は
、
他
団
体
の
神
楽
の
長
所
を
上
町
法
印
神
楽
に
取
り
入
れ
、

そ
の
質
を
よ
り
高
め
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
高
橋
氏
に
よ
る
と
、
両
保
存
会
の
神
楽
は
足
の
運
び
方
や
衣
装
の
袖
・
扇

を
使
っ
た
所
作
が
極
め
て
美
し
く
優
れ
て
い
る
と
い
う
。
彼
は
上
町
法
印
神
楽
の
伝
統
的
な
性
質
・
様
式
を
損
な
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

上
町
法
印
神
楽
保
存
会
の
神
楽
師
た
ち
が
他
団
体
の
神
楽
に
係
る
知
識
・
技
術
を
吸
収
し
、
こ
れ
を
も
と
に
自
ら
の
神
楽
の
質
を
向
上
さ

せ
、「
よ
り
よ
い
も
の
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
」
に
対
し
て
肯
定
的
な
態
度
を
示
し
て
き
た
。

　

上
町
法
印
神
楽
保
存
会
の
二
〇
歳
代
の
神
楽
師
は
、
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
現
在
も
今
野
氏
の
も
と
で
研
鑽
を
重
ね
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
彼
は
自
ら
の
所
属
団
体
だ
け
で
は
な
く
、
両
保
存
会
の
舞
台
で
も
演
舞
可
能
な
「
広
域
で
活
動
す
る
神
楽
師
」
へ
と
、
ま
た
、
沿
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岸
部
と
内
陸
部
の
団
体
を
つ
な
ぐ
存
在
と
し
て
成
長
を
遂
げ
つ
つ
あ
る（
11
（

。
た
だ
し
、
今
野
氏
と
岸
浪
氏
は
、
両
保
存
会
と
上
町
法
印
神
楽

保
存
会
の
神
楽
は
流
派
が
異
な
り
、
楽
器
の
構
成
、
胴
の
拍
子
、
笛
の
旋
律
、
舞
の
所
作
な
ど
に
か
な
り
の
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

彼
が
両
保
存
会
の
神
楽
を
完
全
に
習
得
す
る
に
は
相
当
の
労
力
と
時
間
を
要
す
る
と
語
る
。

３
．
お
わ
り
に　

　

本
研
究
に
お
い
て
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
の
神
楽
師
今
野
氏
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
調
査
し
た
結
果
、
法
印
神
楽
の
神
楽
師
が
他
団

体
の
舞
台
の
応
援
に
入
る
、
他
団
体
と
合
流
す
る
、
他
団
体
か
ら
技
術
指
導
を
受
け
る
な
ど
の
人
的
交
流
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
次

の
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
事
実
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

・�

神
楽
師
が
他
団
体
の
神
楽
舞
台
の
応
援
に
入
っ
た
り
、
団
体
間
の
合
流
を
経
験
し
た
り
、
他
団
体
の
神
楽
師
か
ら
指
導
を
受
け
た
り

す
る
こ
と
で
、
自
身
の
団
体
と
他
団
体
の
神
楽
の
相
違
点
を
演
舞
や
演
奏
な
ど
の
折
に
直
接
経
験
す
る
。
彼
ら
は
こ
れ
を
通
じ
て
自

ら
が
継
承
し
て
き
た
神
楽
の
特
徴
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
も
う
一
方
の
神
楽
と
の
違
い
を
明
確
に
意
識
す
る
よ
う
に
な

る
。
こ
う
し
て
培
わ
れ
た
知
識
・
技
術
は
、
両
者
の
舞
台
で
演
舞
可
能
な
神
楽
師
―
す
な
わ
ち
「
広
域
で
活
動
す
る
神
楽
師
」
―
を

育
成
す
る
礎
と
な
る
。
ま
た
複
数
の
団
体
を
往
来
す
る
神
楽
師
た
ち
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
橋
渡
し
役
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
で

き
る
。

　

・�

二
つ
の
団
体
が
合
流
し
、
い
ず
れ
か
の
団
体
の
伝
統
に
比
重
を
置
い
て
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
神
楽
師
た
ち
は
双

方
の
祭
礼
文
化
の
平
等
か
つ
円
滑
な
継
承
を
強
く
志
向
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

以
上
か
ら
、
法
印
神
楽
の
団
体
間
の
人
的
交
流
が
よ
り
長
期
的
か
つ
安
定
的
な
も
の
と
な
れ
ば
、
神
楽
師
た
ち
は
他
団
体
の
技
術
・
知
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識
を
も
獲
得
し
て
「
広
域
で
活
動
す
る
神
楽
師
」
と
し
て
の
資
質
を
高
め
て
い
く
と
考
え
ら
え
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
紡
ぐ
他
団
体
と
の

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
神
楽
師
不
足
の
問
題
を
あ
る
程
度
解
消
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、
法

印
神
楽
の
伝
承
地
は
東
日
本
大
震
災
や
地
域
経
済
の
停
滞
な
ど
の
影
響
で
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
展
し
、
そ
の
継
承
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
。
今
後
、
各
団
体
に
お
け
る
法
印
神
楽
の
継
承
は
神
楽
師
の
流
動
性
を
柔
軟
に
容
認
す
る
か
、
容
認
し
な
い
か
に
大
き
く
関
わ
っ
て

く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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【
資
料
1
】
女
川
法
印
神
楽
の
胴
の
楽
譜
（
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
・
長
清
水
流
）
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（
注
）
凡
例
は
吉
野
（
二
〇
二
三
）
と
同
様
で
あ
る
。
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（
注
）
凡
例
は
吉
野
（
二
〇
二
三
）
と
同
様
で
あ
る
。
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辞　

現
地
調
査
で
は
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
顧
問
の
今
野
三
千
雄
氏
、本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
会
長
・
釣
石
神
社
宮
司
の
岸
浪　

均
氏
、

上
町
法
印
神
楽
保
存
会
顧
問
の
高
橋
啓
一
氏
か
ら
非
常
に
興
味
深
い
お
話
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
・

本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
・
上
町
法
印
神
楽
保
存
会
の
神
楽
師
の
方
々
に
は
祭
礼
調
査
の
折
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
文
末
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
以
上
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
の
一
部
を
日
本
地
理
学
会
春
季
大
会
（
二
〇
二
四
年
三
月
、

於
青
山
学
院
大
学
）
に
お
い
て
発
表
し
た
。

註
（
1
）　

以
下
、
本
稿
で
は
法
印
神
楽
の
神
楽
団
と
保
存
会
を
「
団
体
」
と
総
称
す
る
。

（
2
）　
『
上
町
法
印
神
楽
』
に
は
法
印
神
楽
の
各
団
体
の
活
動
状
況
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
調
査
年
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
筆
者
が
本
稿
に
係
る
現
地
調
査
を
行
う
中
で
、
同
書
の
執
筆
・
編
纂
を
担
当
し
た
高
橋
啓
一
氏
（
七
〇
歳
代
・
男
性
。
上
町
法
印
神

楽
保
存
会
前
会
長
、
現
顧
問
。
以
下
、「
高
橋
氏
」
と
記
す
）
か
ら
、
そ
の
調
査
時
期
が
平
成
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
（
）　

上
町
法
印
神
楽
保
存
会
編
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
る
。
南
部
神
楽
は
農
漁
村
の
人
々
が
法
印
神
楽
を
手
本
に
つ
く
り
あ
げ
た
神
楽
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

南
部
神
楽
に
関
し
て
は
村
上
（
一
九
七
八
）、
千
葉
（
二
〇
〇
一
）、
一
関
市
教
育
委
員
会
編
（
二
〇
一
六
）
な
ど
を
参
照
。

（
（
）　

法
印
神
楽
の
奉
納
が
急
遽
中
止
・
延
期
と
な
る
理
由
と
し
て
、
地
震
・
台
風
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
や
奉
納
先
で
の
不
幸
ご
と
の
発
生
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
舞
台
当
日
、
神
楽
の
奉
納
の
会
場
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
一
〇
月
に
行
わ
れ

た
戸
倉
神
社
の
祭
礼
で
は
、
当
初
、
同
社
境
内
を
神
楽
奉
納
の
会
場
と
し
て
い
た
が
、
荒
天
の
影
響
で
こ
れ
が
他
集
落
に
あ
る
水
産
会
社
の
作
業
場
へ
と

急
遽
移
さ
れ
た
。

（
（
）　

以
下
、「
北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
」
を
「
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
」
と
、
ま
た
「
今
野
三
千
雄
氏
」
を
「
今
野
氏
」
と
記
載
す
る
。
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（
（
）　

女
川
法
印
神
楽
保
存
会
と
本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
吉
野
（
二
〇
二
三
）
を
参
照
。
以
下
、
本
稿
で
は
女
川
法
印
神
楽
保
存
会
と

本
吉
法
印
神
楽
保
存
会
を
あ
わ
せ
て
「
両
保
存
会
」
と
、
ま
た
岸
浪　

均
氏
を
「
岸
浪
氏
」
と
記
す
。

（
（
）　

今
野
氏
と
岸
浪
氏
に
よ
る
と
、
佐
藤
氏
は
大
柄
で
非
常
に
穏
や
か
な
性
格
を
し
た
好
人
物
だ
っ
た
と
い
う
。

（
（
）　

神
楽
師
の
間
で
は
「
初
矢
」
の
習
得
に
至
ら
な
い
者
を
「
神
楽
師
と
し
て
の
適
性
を
欠
く
者
」
と
み
な
す
風
潮
が
あ
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
人
々
は
保

存
会
内
に
漂
う
気
配
を
察
知
し
、
自
ず
と
練
習
に
来
な
く
な
る
と
い
う
（
今
野
氏
と
岸
浪
氏
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
（
）　

今
野
氏
と
岸
浪
氏
に
よ
る
と
、「
初
矢
」
を
習
得
し
て
間
も
な
い
段
階
で
は
、
そ
の
基
本
的
な
型
を
理
解
し
た
に
過
ぎ
な
い
状
態
の
た
め
、
こ
れ
を
舞
台

で
披
露
す
る
に
は
時
期
尚
早
だ
と
い
う
。

（
10
）　

雄
勝
町
教
育
委
員
会
編
（
二
〇
〇
〇
）
と
本
吉
太
々
法
印
神
楽
保
存
会
編
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
る
と
、
主
役
級
の
男
神
が
登
場
し
た
り
、
戦
闘
を
繰
り

広
げ
た
り
す
る
迫
力
あ
る
場
面
で
は
「
や
や
早
い
四
拍
子
の
勇
壮
な
力
の
入
っ
た
調
子
」（
荒
型
調
子
）
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
調
子
を
伴
う
舞
が
「
荒
舞
」

に
あ
た
る
。

（
11
）　

岸
浪
氏
に
よ
る
と
、
法
印
神
楽
の
神
楽
師
の
妻
た
ち
は
「
神
楽
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
人
間
」
だ
と
い
う
。

（
12
）　

こ
の
演
奏
は
、
佐
藤
氏
が
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
の
舞
台
で
演
舞
し
た
際
に
録
音
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
1（
）　

前
掲
（
10
）
参
照
。
雄
勝
町
教
育
委
員
会
編
（
二
〇
〇
〇
）
と
本
吉
太
々
法
印
神
楽
保
存
会
編
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
る
と
、
女
神
や
「
つ
け
」
の
役
が

舞
う
際
に
は
「
ね
り
」
の
調
子
、
す
な
わ
ち
格
調
高
く
、
非
常
に
ゆ
る
や
か
な
拍
子
の
演
奏
を
伴
う
。「
つ
け
」
と
は
舞
台
上
で
演
目
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
解

説
す
る
役
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
法
印
神
楽
で
は
女
神
役
の
舞
を
「
姫
舞
」、
つ
け
の
舞
を
「
地
舞
」
と
称
す
る
。
上
記
以
外
に
「
御
神
楽
（
三
神
楽
）」

と
呼
ば
れ
る
調
子
も
存
在
す
る
。
こ
れ
は
鈴
御
神
楽
と
太
刀
御
神
楽
に
分
類
さ
れ
、
前
者
が
ゆ
る
や
か
な
拍
子
で
、
後
者
が
速
い
拍
子
で
胴
を
叩
く
点
に

特
徴
が
あ
る
。

（
1（
）　

あ
る
日
、
今
野
氏
が
山
頂
で
笛
を
吹
い
て
い
る
と
い
つ
の
間
に
か
眠
っ
て
し
ま
い
、
気
が
付
く
と
日
が
暮
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
（
今
野
氏

に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
1（
）　

雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
は
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
に
雄
勝
法
印
神
楽
が
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
る
に
先
立
ち
、
そ
の
会
員
数

を
増
加
さ
せ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
保
存
会
が
他
団
体
の
神
楽
師
に
応
援
を
依
頼
す
る
頻
度
は
低
下
し
た
。

（
1（
）　

今
野
氏
は
泊
浜
で
接
待
を
受
け
た
際
に
、「
自
分
は
胴
の
技
術
が
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
の
に
、
地
元
の
人
々
が
大
い
に
も
て
な
し
て
く
れ
て
い
る
。
こ
れ
に



ライフヒストリーからみた神楽師による他団体との交流とその影響 142

見
合
う
よ
う
に
胴
の
技
術
を
磨
い
て
早
く
一
人
前
な
り
た
い
」
と
感
じ
た
と
い
う
。

（
1（
）　

両
保
存
会
と
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
の
神
楽
は
、
楽
器
の
構
成
が
笛
一
名
、
胴
二
名
か
ら
な
る
「
羽
黒
派
」
と
呼
ば
れ
る
流
派
に
分
類
さ
れ
る
。

（
1（
）　
（　

）
は
筆
者
に
よ
る
。

（
1（
）　

法
印
神
楽
の
神
楽
師
た
ち
は
舞
台
上
で
「
実
践
的
」
に
経
験
を
積
む
傾
向
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
岸
浪
氏
は
先
輩
の
神
楽
師
か
ら
ま
だ
学
ん
で
い
な
い

演
目
に
脇
役
と
し
て
出
演
す
る
よ
う
本
番
直
前
に
指
示
さ
れ
、
舞
台
に
急
遽
立
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
神
楽
師
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
「
緊
急
事
態
」
に
陥
っ

た
場
合
、
神
諷
を
適
宜
省
略
し
た
り
、
舞
台
上
の
先
輩
の
所
作
を
ま
ね
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
と
い
う
。

（
20
）　

神
楽
師
が
演
舞
し
て
い
る
と
、地
域
住
民
が
彼
ら
の
姿
を
み
て「
神
楽
師
だ
っ
た
祖
父
や
父
親
の
体
つ
き
と
そ
っ
く
り
だ
」な
ど
と
評
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
現
役
の
神
楽
師
が
祖
父
や
父
親
か
ら
身
体
的
特
徴
を
受
け
継
い
だ
こ
と
に
加
え
、
神
楽
の
練
習
を
重
ね
た
結
果
、
祖
父
や
父
親
と
同
じ
部
位
の

筋
肉
を
発
達
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
21
）　

前
掲
（
10
）・（
1（
）
参
照
。

（
22
）　

佐
藤
氏
は
荒
舞
の
他
に
姫
舞
な
ど
も
演
舞
で
き
た
。
し
か
し
、
佐
藤
氏
の
声
質
が
太
く
、
か
つ
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
が
舞
台
上
で
姫

舞
を
披
露
し
た
際
に
は
演
目
の
雰
囲
気
が
大
い
に
損
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
の
出
来
事
は
両
保
存
会
の
神
楽
師
た
ち
に
と
っ
て
印
象
深
く
、
懐

か
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
（
今
野
氏
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。
前
掲
（
（
）
参
照
。

（
2（
）　

東
日
本
大
震
災
以
前
、
あ
る
法
印
神
楽
の
保
存
会
が
毎
年
二
〇
名
以
上
の
弟
子
を
受
け
入
れ
た
が
、
そ
の
育
成
は
あ
ま
り
円
滑
に
は
行
か
な
か
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
異
な
る
団
体
で
も
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
が
、
新
規
の
弟
子
三
〇
名
の
う
ち
保
存
会
に
留
ま
っ
た
の
は
二
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

（
2（
）　

そ
の
成
果
の
一
例
と
し
て
、
吉
野
（
二
〇
二
〇
・
二
〇
二
三
）
を
は
じ
め
と
す
る
両
保
存
会
の
神
楽
に
係
る
情
報
の
記
録
化
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
五
月
四
日
に
行
わ
れ
た
釣
石
神
社
の
春
祭
り
（
東
日
本
大
震
災
で
流
失
し
た
鳥
居
の
再
建
奉
祝
祭
）
に
お
い
て
、
筆
者

は
法
印
神
楽
の
奏
楽
を
録
音
し
た
。
今
後
、
そ
の
デ
ー
タ
を
両
保
存
会
に
提
供
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
2（
）　

石
巻
地
方
神
楽
大
会
と
は
、
石
巻
市
を
中
心
と
し
た
地
域
（
一
市
七
町
）
の
保
存
会
が
連
携
し
て
年
一
回
開
催
す
る
神
楽
の
大
会
で
あ
る
。
東
日
本
大

震
災
直
後
は
そ
の
開
催
が
一
時
的
に
と
り
や
め
と
な
っ
た
が
、
後
に
再
開
さ
れ
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
で
第
四
四
回
を
数
え
る
。

（
2（
）　

上
町
法
印
神
楽
の
楽
器
の
構
成
は
笛
が
二
名
、
胴
が
一
名
と
な
っ
て
お
り
、
両
保
存
会
と
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
が
属
す
る
羽
黒
派
の
も
の
と
は
異
な

る
（
前
掲
（
1（
）
参
照
）。
こ
の
笛
に
比
重
を
置
い
た
楽
器
の
構
成
は
宮
城
県
内
陸
部
の
団
体
に
多
く
見
ら
れ
る
。
な
お
、
羽
黒
派
（
沿
岸
部
）
の
神
楽
師
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た
ち
は
内
陸
部
の
団
体
の
演
奏
に
つ
い
て
「
笛
の
音
が
大
き
い
」
と
、
逆
に
内
陸
部
の
神
楽
師
た
ち
は
羽
黒
派
の
団
体
の
演
奏
に
対
し
「
太
鼓
の
音
が
大

き
い
」
と
感
じ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
（
複
数
の
保
存
会
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

（
2（
）　

前
掲
（
2
）
参
照
。

（
2（
）　

な
お
、
こ
の
神
楽
師
は
南
部
神
楽
も
習
得
し
て
い
る
。
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